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Ⅰ は じ め に
幼児期の教育（幼稚園，保育所，認定こども園における教育）と児童期の教育（小学校にお
ける教育）を円滑に接続し，体系的な教育を組織的に行うことは，子どもの発達や学びの連続
性を保障するためには極めて重要な課題となる。
そのため，平成20年3月の幼稚園教育要領（改訂），保育所保育指針（改訂），小学校学習指
導要領（改訂）により，子どもの発達や学びの連続性を保障するため，幼児期の教育と児童期
の教育が円滑に接続し，体系的な教育が組織的に行われることの重要性が説かれ，幼小接続に
関しては相互に留意することが示されている。
しかし，文部科学省が実施した都道府県・市町村教育委員会に対する「幼稚園教育と小学校
教育の円滑な接続に関するアンケート調査」（平成21年11月）によると，ほとんどの地方公共団
体が幼小接続の重要性は認識している（都道府県100％，市町村99％）ものの，その取組は十分
実施されているとはいえない状況となっている（都道府県77％，市町村80％が未実施）。その
理由としては「接続関係を具体的にすることが難しい」（52％），「幼小の教育の違いについて
十分理解・意識していない」（34％），「接続した教育課程の編成に積極的ではない」（23％）等
が挙げられる。こうした状況を反映して，「幼稚園と小学校が教育課程の編成について連携し
ている」とする幼稚園は16％にとどまっている（「平成20年度幼児教育実態調査」文部科学省）。
このような課題を踏まえ，今後，幼小接続の取組を一層進めるには，まず何よりも子どもの
発達や学びの連続性を踏まえた幼児期から児童期にかけての教育のつながりを理解するための
道筋を明らかにすることが必要である。
Ⅱ 研 究 の 方 法
本研究は，幼児期から児童期における発達と学びの連続性・一貫性を確保した体系的な教育
の在り方について，実証的に探っていくものとする。その為に，札幌市内で隣接するA小学
校とB幼稚園と同校区内のC幼稚園において連携推進会議を設置し，以下3つの研究仮説の
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もと具体的な活動の構築を通じて研究を進める。
1．子どもの交流活動
幼小の相互のねらいに対応した活動となるように指導計画を作成し，事前事後の打ち合せな
ど計画的に実施することにより，子ども相互の関わりが深まり相互に互恵性ある交流を組織す
ることができる。
2．教職員の交流
幼小の教職員（教員と保育士）が互いに授業参観したり，合同研修会を通じて意見交換をし
たりすることにより，子どもの実態や指導の在り方などについて理解を深めることで円滑な接
続に向けた指導方法等の改善につなげることができる。
3．カリキュラムの連携
幼児期と児童期を通じた子どもの発達や学びの連続性を意識して接続カリキュラムを構成す
ることにより，幼児は幼稚園の遊びから小学校の学習にスムーズに移行することができる。
Ⅲ 研 究 の 内 容
1．実践事例「子どもの交流活動」
幼小連携を図るための具体的な活動として，まず幼児が小学校のグランドやプールなど施設
で遊んだりする活動を計画・実施する。これらの活動は，幼児に小学校への関心や親しみの気
持ちと共に就学への期待をもたせることを目的としている。更に，幼児と児童の双方にとって
価値のある交流となるように活動を設定する。そして，一つの交流が，心をつなぎ，次回への
期待をもたせるものになるように教職員間で共通理解を図っていく。
また，このような交流活動は一度限りではなく年間を通じて繰り返し出会えるように継続的・
計画的に取り組むことが望ましいと考えられる。
（1）小学校のグラウンドで外遊び（5月）
《 主なねらい 》
・小学校のグラウンドで，身体を動かす遊びを楽しむ（幼）
・小学校への親しみの気持ちをもつとともに，就学の期待感を高める（幼）
5月になると隣接するA小学校では，かけっこや表
現など運動会に向けての練習が行われる。幼稚園の園庭
で遊ぶ幼児にとっても，気になるところである。そこで，
B幼稚園年長児が小学校のグランドで行われている表現
の練習を見学に行く活動を設定した。
練習しているのは，昨年度までB幼稚園に在園して
いた児童である。この活動は，意図的に設定したもので
あるが，園児たちは児童の表現に真剣に見入っていた。
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図1 運動会の練習見学
そして，まだ表現や徒競走のラインが残っている小学
校の運動会の振替休業日。先生が，「A小学校の広いグ
ラウンドで，思いっきり遊んじゃおう！」と提案すると，
運動会の練習を見学したB幼稚園年長児から，大きな
歓声が上がった。その後，園児達は小学校のグラウンド
に出向き，かけっこや鬼ごっこ，そして遊具遊びなど身
体を一杯に使って遊びを楽しんだ。
（2）小学校のプールで水遊び（7・8月）
《 主なねらい 》
・大きなプールで，水遊びを楽しむ（幼）
・小学校への親しみの気持ちをもつとともに，就学の期待感を高める（幼）
1学期末と8月の水泳学習終了前，プールの水を抜い
て水位を園児の安全を考慮した高さに設定する。9時30
分から11時30分の時間設定で，B・C幼稚園の年長・年
中児が交代で水遊びにやってくる。初めは大きなプール
に恐る恐る入っていた園児達も，次第に園長先生とも遊
んだりビート板を使ったりとプールでの水遊びを思う存
分楽しんでいた。
（3）小学生と園児の遊びを通した交流活動（7・8月）
《 主なねらい 》
・遊びを通して，5年生児童に親しみの気持ちをもつ（幼）
・異年齢児と関わる方法を調べる活動を通して，人とかかわる力を身に付ける（小）
・異年齢児との関わりを通じて，自己の生き方について考えることができる（小）
・課題解決の為に，積極的に幼稚園の先生や保護者に話を聞くことができる（小）
A小学校の5年生は，総合的な学習として取り組みを進めた。
以下は，学習指導案の単元の目標及び単元の計画である。
A小学校 総合的な学習の時間 学習指導案
「手をつなごう みんな友だち」
○ 単元の目標
【問題解決の力】
・自分の経験を想起したり幼稚園の先生に聞いたりして，幼稚園の子ども達と関わる方法を考
えたり調べたりすることができる。
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図2 グラウンドで外遊び
図3 プールで水遊び
【主体的に学ぶ力】
・幼稚園の子どもと関わることを通じて，今後の自己の生き方を考え「手をつなごう みんな
友だち宣言」をすることができる。
【情報収集の力】
・幼稚園の子どもと積極的にかかわることができる。
・課題解決のために，積極的に幼稚園の先生や保護者に聞くことができる。
○ 単元の計画（24時間扱い）
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友達ができる
か不安だった
な…
私は，給食が
楽しみだった
先生って思っ
たより大変そ
うだ
言うこと聞
いてくれな
いかも…
楽しく遊ぶ
ことができ
そうだ
園児は，身体
を使った遊び
が好きなんだ
自分の幼稚園
の頃を思い出
したよ
時数 子どもの思考の流れ 教師の関わり
1～2 ○ 幼稚園の先生から，お手紙が来たことを知る
厚別北小学校の5年生の皆さんへ
はじめまして。私はB幼稚園の○○です。
今日は，5年生の皆さんにお願いがあってお手紙を書きました。
幼稚園の子ども達が来年4月にA小学校に入学するのですが，
ちゃんと小学校生活に馴染めるのか心配です。お友達をたくさん作っ
て楽しい学校生活送ってほしいと思っています。それで皆さんにお
願いがあります。私たちの幼稚園の子ども達が「小学校に行くの楽
しみだなぁ」と思えるように一緒に遊んでくれないでしょうか？
C幼稚園の子ども達のことも，同じくよろしくお願いしますね。
B幼稚園〇〇より
○ 自分が1年生の頃は，どんなことが楽しかったのか，どんなことが
不安だったのかなどを思い出す。
1年生の頃は，小学校生活に楽しみもあったけれど，不安もあっ
たんだね。
・自分の小さい頃
を調べ，園児の
特性に気付かせ
る。
・幼稚園児童と交
流することを伝
える。
3～4
幼稚園の様子を見に行こう
○ 幼稚園の子どもたちがどのように遊んでいるのか，先生はどのよう
に子どもたちと関わっているかを考える。
○ 園児との遊び方について，幼稚園の先生に聞く。
・幼稚園を参観す
ることで，園児
の遊び方や先生
の関わり方を考
えさせる。
・幼稚園の先生か
らのアドバイス
（園児の心をつ
かむコツなど）
や保護者の声を
聞かせる機会を
設定する。
反省を
生かして！
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時数 子どもの思考の流れ 教師の関わり
５～13
幼稚園の園児と交流しよう
○ 計画を立てる
・グループ分け ・関わり方を考える など
○ 準備をする
・必要なものは何か ・当日の流れ など
○ 実践する
・幼稚園の子と交流をする
○ 振り返る
・よかった点 ・反省点を考える ・幼稚園の先生に聞く など
幼稚園の子と楽しく遊ぶことはできたけれど，楽しそうにしてい
ない子もいたよ。言うこと聞いてくれない子もいたよ。どうした
いのか考え直したい。
・グループを作り，
園児とどのよう
に関わるかを考
えさせる。
※1回目と2回目
の交流メンバー
は同じにする。
・1回目の交流を
振り返り，反省
カードの視点を
もとにまとめる。
14～20
前回の反省を生かして，幼稚園の子ども達と交流を深めよう
○ 前回の反省を生かして計画を立てる
・グループ分け ・関わり方を考える など
○ 準備をする
・必要なものは何か ・当日の流れ など
○ 実践する
・幼稚園の子と2回目の交流をする
○ 振り返る
・よかった点 ・反省点を考える ・幼稚園の先生に聞く
など
前回よりも幼稚園の子の気持ちを考えて交流をすることができた。
言うことを聞いてくれない子にも優しく注意することができたよ。
もっと仲良くなりたいな！
幼稚園の子ども達や友だちと手をつなぐためには，どうすれ
ばいいのだろうか？
○ 自分の考えをもち，交流する
○ 「手をつなごう みんな友だち宣言」をする。
年下であろうと同じ年齢だろうと，手を繋げるような関係になる
ためには，相手の立場に立って考えたり，思いやりの気持ちをもっ
て接したりすることが大切なんだ！
・この交流活動は，
全部で2回にわ
たって行うよう
に計画する。
・今回の交流で終
わることなく，
学習発表会の招
待状を渡したり，
体験入学で交流
をしたりして，
交流を続けてい
きたい。
この交流活動は，B幼稚園の先生からA小学校の5
年生児童に手紙が届くところから始まる。
手紙の内容を受け取った5年生児童は，B幼稚園を訪
問して幼稚園児の遊び方を見に行くことになる。そして，
この場面では，幼稚園の先生に園児の楽しみ方などお話
を聞かせていただくこととした。そして，これらの活動
は，見通しをもって交流の準備を進める有効な手立てと
なった。
交流場面では，体育館やグラウンドなど広い空間を使っ
ての鬼遊び，音楽室での器楽体験，ホールやワークスペー
スでのクイズや新聞じゃけんなどに取り組み，園児達が
5年生児童と楽しむ姿が見られた。
また，この交流活動は，B・C幼稚園各2回にわたっ
て行われた。このことによって5年生児童は，交流で出
てきた反省点を次回に生かして取り組むことができた。また，園児の扱いにも慣れてきて，表
情や態度を見て適切に対応するという力を発揮する子も見られた。
（4）小学校学習発表会の見学（11月）
《 主なねらい 》
・身近なお兄さんお姉さんの発表を見学し，就学への期待感を高める（幼）
・発表を見てもらうことにより，次の活動に向けて意欲化を図る（小）
総練習の日，B・C幼稚園の年中・年長児が，1年生
と5年生児童の演技を見学した。1年生はB・C幼稚園
の卒園生であり，年長児は5年生と遊びの交流を通じて
顔見知りの関係であるということから，どの園児も熱心
に見学していた。また，1年生と5年生は，幼稚園児に
見られることで上級学年としての自覚と自信を深めてい
た。
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図6 遊びの交流（幼稚園） 図7 遊びの交流（体育館） 図8 遊びの交流
（ワークスペース）
図4 B幼稚園を訪問
図5 遊びの交流（グラウンド）
図9 学習発表会の見学
（5）年長児親子による1年生の授業参観（11月）
《 主なねらい 》
・1年生の学習の様子を参観することにより，就学への意識を高めたり不安を取り除いた
りすることができる（幼）
1年生全学級で国語と算数の授業を，次年度入学する
幼児とその保護者に公開した。幼児の集中力を考慮して，
5校時の時間内を自由参観とした。
参観後に，授業参観のアンケートを実施した結果，自
由記述の中に「子どもの様子から，来年は1年生になる
という自覚を感じた」「入学の不安が減った」などの意
見があった。また，実施時期は「就学時検診から1日入
学の間が良い」，回数については「1回で良い」という回答が多かった。
（6）小学校のグラウンドで雪山遊び（2月）
《 主なねらい 》
・小学校の雪山で，雪遊びを楽しむ（幼）
・小学校への親しみの気持ちをもつとともに，就学の期待感を高める（幼）
冬期間，A小学校ではグラウンドに作った大きな雪山
でスキーの練習が行わる。また，休み時間にはお尻滑り
などで児童の歓声が上がる。B幼稚園からは，隣接する
A小学校のグラウンドがよく見え，園児達も冬になると
見慣れた光景となっている。また，休み時間の雪山遊び
は，一度は経験してみたい遊びでもある。
そこで，B幼稚園の全園児が，小学校グラウンドの雪
山で遊ぶ活動を時間差で設定した。どの園児も米袋で作ったソリなどを持ち込んで，楽しいひ
と時を過ごしていた。
2．実践事例「教職員の交流」
幼児期の教育と児童期の教育は，それぞれ発達の段階を踏まえて教育を充実させることが重
要であり，一方が他方に合わせるものではない。互いの教育の内容の深さや広がりを十分理解
することで，幼児期から児童期にかけてのつながりのある教育が組織されることになる。
その為には，教職員同士が情報交換するなど，交流を深めることが重要な意味をもつ。そこ
で，お互いに授業参観後や子ども同士の交流後に話し合いの場を設定することで，互いの幼児・
児童観や指導観，そして学びの連続性などについて共通理解を深める機会とした。更に，カリ
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図10 アンケート結果より
図11 雪山でそり滑り
キュラムの連携に関わって，その時期に育てたい力を明確にすることが可能になる。
（1）「教職員の交流」年間計画
（2）実践事例「教職員の交流活動」
教職員の交流は，子ども同士の交流活動や接続期のカリキュラムの連携を含めて連携推進会
議が，幼小連携のねらいのもとに具体的な年間計画を設定した。
まず，6月にB・C幼稚園の教職員が，A小学校の1年生全学級の授業を参観した。この時
期は，1年生児童が運動会も終えて小学校の生活や学習に慣れてくることから，最初の参観授
業を設定した。参観中は，1年生の多くがB・C幼稚園の卒園生であることから，先生方を笑
顔で迎えていた。参観後，小学校と幼稚園の教職員で子
どもの育ちについて話し合う中で，小学校に入学後の育
ちについて確認するだけではなく，互いの教育について
共通理解を深めることができた。
また，園児と5年生児童の交流前には，短時間ではあ
るが交流のねらいや準備する物などを確認した。更に，
交流中や交流後において，具体的な子どもの姿でねらい
への達成度や互いの教育における価値について話し合わ
れた。
B幼稚園地域公開保育においては，A小学校以外にも
区内の幼稚園や小学校からも多くの教職員が参加した。
テーマを「遊び込む幼児へと育む」として，遊び込む姿
を引き出す為の教師の具体的な援助の在り方に重点を置
いた提案がなされていた。また，「小学校の生きる力に
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月 活動内容 場所 対象 交流の意図
5 連携推進会議 A小学校
園長・校長
幼小関係職員
有識者
○A小学校とB・C幼稚園の連携・推進について見通
しをもつ
6
A小学校授業
参観
※教師間交流
A小学校 幼小関係職員
○卒園児の育ちを確認する
○幼小接続についての見通しをもつ
10
B幼稚園地域
公開保育
B幼稚園 幼小関係職員
○小学校につながる資質や能力が，どのように育まれ
ているのか交流する
10
C幼稚園市内
公開保育
C幼稚園 幼小関係職員
○運動遊びを通じた，子どもの発達について研修を深
める
10
幼稚園保育
参観
※教師間交流
B幼稚園 幼小関係職員
○幼児期から児童期にかけての教育のつながりについ
て理解を深める
2 連携推進会議 B幼稚園
幼小関係職員
有職者
○年間を通じての成果と課題をまとめる
図12 1年生の授業参観
図13 授業参観後の交流
つながる資質や能力がどのように育まれていたか」とい
う視点を設定し，幼小連携に関しても交流を深めていた。
10月には，A小学校及びC幼稚園教職員が，B幼稚園
の保育を参観した。参観後には，小学校の学びにつなが
る「学びの芽生え」に絞って話し合いがもたれた。また，
同月C幼稚園で行われた公開保育では，C保育園の特色
を生かして「健やかな心と体を育てよう」をテーマに幼
児の運動能力の向上について提案がなされた。また，午後からは「楽しみながら体力向上をつ
なげる」と題した分科会において，幼稚園の運動遊びと小学校での体育科のつながりについて
A小学校教職員も含めて活発な話し合いがなされた。
3．実践事例「接続期のカリキュラムの連携」
幼児期の教育と児童期の教育には，子どもの発達の段階の違いに起因するカリキュラムや指
導方法など，様々な違いが存在する。その一方，子ども一人一人の発達や学びは，幼児期と児
童期とで明確に分かれるものではないことから，「接続期」というつながりとして捉えること
が大切となる。つまり，幼児期と児童期を通じた子どもの発達や学びの連続性を意識すること
が必要であリ，その中で，幼児期の年長から児童期（低学年）の期間における子どもの発達や
学びの連続性を踏まえて，接続期を捉える必要がある。
（1）就学への期待感を高める交流活動
交流活動に関しては，運動会の後のグラウンド遊びや
プール遊びなど施設の交流や5年児童との遊びの交流な
どを続けてきたが，それら一つ一つのことが幼児にとっ
て小学校への憧れや就学への期待感を高めてきたものと
考えられる。
また，5年生児童も，自己の成長を感じたりするなど
互いに互恵性のある活動となっていた。
（2）学びに向かう力を高める「遊び込む」活動
A小学校とB・C幼稚園の教職員が複数回交流する中
で，「幼児期にたっぷり遊び込んだ子どもは，就学後に
も生きる集中力や伝え合う力，社会性などが育まれる」
といった共通認識がもたれるようになった。これは，遊
びに興味をもって没頭している時，幼児は周囲の雑音が
気にならないくらい集中力を発揮していることや，没頭
している遊びを継続・発展させる為に仲間と協力する力
を必要とすることから至った考え方である。
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図14 保育参観後の交流
図15 グランド遊び
図16 遊び込む姿
（1）「スタート期」における実践事例
○ 6年生児童との朝（休み時間）の交流
入学後の朝，教室では不安いっぱいの1年生を，担任
の先生ばかりでなく6年生が笑顔で迎えていた。また，
6年生とは年長児の時に2回遊びの交流をもった関係で
あることから，1年生は朝の会が始まるまで，安心感を
もって紙芝居やじゃんけんゲームなどを楽しんでいた。
また，6年生の主体的な提案により，休み時間も楽しく
交流する姿が見られた。
○ 生活科を核とした合科的・関連的な指導
一日の始まりは，幼稚園でやってきた歌や手遊び，本
の読み聞かせなどを行うことで，子ども一人一人が安心
感をもって学校に馴染んでいくように配慮した。（4月
第1週1時間目）
また，遊びなど体験的な活動を通して学ぶこの時期の
発達の特徴を踏まえ合科的・関連的な指導を充実させる
ことで，座学を連続させないように配慮した。更に，15
分を単位としたモジュールで単位時間を扱うなどの工夫
によって，子ども達は意欲や集中力を持続させていた。
生活科「がっこう だいすき」では，2年生に学校内
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図17 入学当初の時間割
図18 朝の交流
○ がっこうだいすき（1）
・（音）どきどきどん 1/3
・（国）手遊び，読み聞かせ 1/3
・（特）ふれあいゲーム 1/3
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図19モジュールの例
図20 学校探検
のいろいろな場所を案内してもらう中で見つけたものを，
振り返りカードに絵や文字に表現した。これは，国語科
や図工科への接続となった。また，見つけたものの数や
種類に着目させ，数えたり仲間分けしたりする活動は，
算数科への接続の手立てとなっていた。このように，徐々
に学習の要素を組み入れて違和感なく教科学習に移行で
きるように工夫した。
○ 幼稚園での経験が生きる場の設定
C幼稚園は，専属の体育指導員を園内に配置するなど
体力向上の取組に重点を置いている。園児たちは，朝の
時間帯にC幼稚園が独自に作成した縄跳びカードを使っ
て楽しみながら縄跳び運動に取り組み，体力を向上させ
て来た。
また，A小学校は，数年前より全校児童を対象に縄跳び検定を行うなど，縄跳びを取り入れ
た体力向上の取組を積極的に進めている。このような環境から，C幼稚園の卒園児は，入学当
初から中休みには検定を受けて合格カードを貰うことを楽しみに登校し，学校生活に早く馴染
むことができた。これらは，幼稚園での経験が生きる場が設定されたことによって，幼小連携
がスムーズに行われた例である。
Ⅲ ま と め
幼小接続の取組は，子ども同士や教職員など人的な連携を進める中で「幼児期から児童期へ
のつながりの確保」という重要な課題への取組となる。つまり，幼小連携の関係を明らかにす
るということは，子どもが幼稚園の教育から小学校の教育に円滑に無理なく移行できるという
高い価値が内在している。
このような円滑な接続には，教職員が幼児期と児童期の教育課程や指導方法の違い，そして
子どもの発達や学びの現状を正しく理解する力を必要とすることが本研究において明らかになっ
た。幼児期の教育を担当する教職員は児童期の教育を見通す力を，そして児童期の教育を担当
する教員は幼児期の教育を見据える力が必要なのである。その上で，今の教育活動を構築しな
ければならない。つまり幼小の円滑な接続には，教職員の資質能力の向上が課題となることが
理解できる。
また，本研究では，幼児期と児童期の教育双方が接続を意識する期間を「接続期」というつ
ながりとして捉え，小学校のスタート期において生活科を核とした合科的な指導などを提案し
た。しかし，確かな「接続期」のカリキュラムを作成するには，卒園前のアプローチ期おける
具体的な取組を含めて，更に実践的に研究を進めて行かなければならない。
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図21 縄跳びカード
図22 縄跳び検定
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